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１．概要 　

筆者らは２００３年７月に発生した熊本県の水俣土石流

以来、土砂災害に対応した次世代型防災情報システムを

giSight(ジーアイサイト)を用いて構築してきた
1)2)

．今回、

giSight を拡張して災害時要援護者マップ機能を追加したの

で、これについて報告する．

２．giSight による防災情報システムの概要

図１は現在開発・構築中の次世代型防災情報システムの基

本構成を示したもので、国土交通省のレーダ雨量情報をも

とに、土砂災害危険度マップが作成され、各種端末に順次

テム領域とレーダデータは、別途ファイルサーバに格納す

る．ファイルサーバは OS に OpenSolaris2009.06 を採用し、

ファイルシステムは冗長性と可用性が高い ZFS を利用する．

仮想サーバのファイルシステムはハードディスクドライブ

400TB ４基で構成し、同時にハードディスクが２台まで故障

してもサービスが中断しないRAID-Z2で構築する．このファ

イルサーバは、仮想サーバのファイルシステムに対し、ネッ

トワーク経由の仮想ディスクドライブ iSCSI として提供す

る．iSCSI であると、ネットワーク経由で仮想サーバの起動

が可能である．データディスクは、ネットワークファイル

システム（NFS）で仮想サーバにデータディスクを提供する

（図３）．

さらに、Drupal 用データベースサーバや土砂災害危険度マッ

プサーバ、学内 LAN に接続している研究室用ホームページ

サーバ等も同じ物理マシン上の仮想サーバとして格納予定

である．
図 1　全体構成図

伝達されている様子を示している．

ここで、クライアント側は Adobe の

Flex2 に電子地図表示用のライブラ

リ Modestmaps を利用した電子地図

を、サーバ側には Web コンテンツ管

理 シ ス テ ム（Content Management 

System；CMS） で あ る Drupal の モ

ジュールを用いた SNS( ソーシャル

ネットワークサービス）機能を実装

している。Drupal と Flex2 は AMFPHP

モジュールを用いて、http 接続の上

位プロトコルとして AMF で更新して

いる。

２．１　システムの仮想化

図２のような九地整のサーバに接続

するためのルータ、レーダデータ受

信サーバおよび XML データベース

（レーダデータベース）サーバの３

台が必要なため、これを１台の物理

サーバにまとめる作業を行っている．

物理サーバの上にはこれら３台に相

当する仮想サーバが配置される．た

だし、これらの仮想サーバ用のシス
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図 2　従来のサーバ構成

図３　仮想サーバによる構成
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２．２　マーカの表示

giSight は、Flex2 をクライアントシステムの構成に使っている．Flex2

で Modestmaps をもちいている．しかし ModestMaps 自体にはマーカの表

示機能はない．そこで、giSight のバックエンドサーバとして Drupal を

採用し、Drupal の基本的な情報単位である node に３種類のマーカであ

る「まちなみ」「ライン」「ポリゴン」のデータを格納し、これを Drupal

の AMFPHP モジュールを介して、Flex2 で地図の上に表示させるている．

地図上のマーカをクリックする事で各種静止画や Flash 動画を埋め込む

事が可能である．

さらに、Drupal の CMS 機能を利用して、Drupal から node の管理が可能

である．マーカはコントロールパネルの「まちなみ」「ライン」「ポリゴ

ン」メニューを選択することで、十字カーソルの位置にダイレクトに作

成することが可能であり、この場合、緯度経度の入力は必要ない．さらに、

Drupal の node 管理機能を使うと、任意の名称のマーカを作成する事も

可能である．

３．要援護者マップ　　

疋田らは、川内川の要援護者マップを紙で作成した３）ところ、作成して

みて随時更新の必要性を感じた．

しかし、従来の giSight では、「まちなみ」のようなコンテンツに属する

データ（フィールド）は Drupal であらかじめ決められたものしか使えな

かった．要援護者マップ独自のフィールド、例えば「要援護者のレベル」

や「何階に住んでいるか」、「いざというとき誰が駆けつける予定か」な

どのフィールドを Drupal の CCK モジュールを用いて追加しても、Flex2

ではこれらを表示することが出来なかった．

そこで本研究では、この「まちなみ」を拡張した．具体的には、従来は

自前の Flex2 のプログラムでフィールドの中身（HTML）を解釈して表示

していたが、独自のフィールドを扱うために View モジュールを利用する

ことにした．View モジュールの HTML 出力は、Flex2 の HTML 描画エンジ

ンを利用して表示する．

各要援護レベルに応じて表示するアイコンを変えるため、コンテンツと

しては要援護レベル１、要援護レベル２、要援護レベル３・・・という

ように、レベルの数だけ作成し、それに対してアイコンを指定する．ア

イコンは別途 PhotoShop のような画像作成ソフトで作成しておく．アイ

コンの例を図４に示す．要援護のコンテンツは、アクセス制御でログイ

ンしたユーザにのみ表示出来るように設定を変更する．その結果、ログ

インしない場合は図５のようにアイコンは表示されないが、ログインし

た場合は図６のように表示される．図７にアイコンをクリックした時に

表示されるデータの表示例を示す。

４．結論 　
今回は、要援護者を示す表示を、ログイン認証されたユーザにのみ表示

するように改良した．またサーバの仮想化を進めている．

今後は、水俣愛林館と水俣市役所の協力を得て、実際に使われているデー

タに準拠した形での要援護者マップを含む防災情報システムを構築した

い．
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図５　 ログアウト時の電子地図

図６　 ログイン時の電子地図

図７  要援護者のデータ表示の例

アイコンをクリックすると表示される

図４ 要援護者アイコンの例

土木学会第65回年次学術講演会(平成22年9月)

 

-94-

 

Ⅱ-047

 


